
診療ガイドライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム

研究
デザ
イン/
研究
数

バイ
アス
リスク
*

非一
貫性*

不精
確*

非直
接性*

その
他(出
版バ
イア
スな
ど)*

上昇
要因
(観察
研
究)*

対照
群分
母

対照
群分
子

(％)
介入
群分
母

介入
群分
子

(％)

効果
指標
(種
類)

効果
指標
統合
値

信頼区間
エビデ
ンスの
強さ**

重要性
***

コメント

OS
RCT/
2

-1 -1 -1 -1 0 0 1455 323 HR

NA/0.
74 for
BRCA
1,
0.36
for
BRCA
2

NA/0.59-
0.94 fro
BRCA1,
0.25-0.53
for BRCA2

中(B) 9

OS
症例
対照
/7

-1 -1 -1 -1 0 0 1402 488 HR

0.768
/0.28
/0.76
for
BRCA
1,
0.33
for
BRCA
2/0.5
4 for
BRCA
1,
0.38
for
BRCA
2/0.3
3/

0.283−
2.082/0.11−
0.73/0.43-
1.35 for
BRCA1,
0.16-0.69
for
BRCA2/0.3
9-0.74 for
BRCA1,
0.16-0.94
for
BRCA2/0.1
2-0.86/

弱(C) 9

BRCA全体で解析
しているものと、
BRCA1/2それぞ
れを分けて解析し
ているものが混在
している

PFS
RCT/
2

-1 -1 -1 -1 0 0 1455 323 HR

0.67
in
pazop
anib
arm/0
.80
for
BRCA
1,
0.52
for
BRCA
2

0.41-1.08 in
pazopanib
arm/  0.66-
0.97 for
BRCA1,
0.40-0.67
for BRCA2

中(B) 7

PFS
症例
対照
/7

-1 -1 -1 -1 0 0 1402 488 HR

0.502
/0.38
/0.81
for
BRCA
1,0.40
for
BRCA
2/0.6
7 for
BRCA
1,
0.45
for
BRCA
2/0.5
63/

0.318−
0.795/0.20-
0.73/0.48-
1.38 for
BRCA1,0.22
-0.74 for
BRCA2/0.5
-0.89 for
BRCA1,
0.21-0.97
for
BRCA2/0.3
75-0.846/

弱(C) 7

BRCA全体で解析
しているものと、
BRCA1/2それぞ
れを分けて解析し
ているものが混在
している

OS (RCT）

stage
Ⅲ・Ⅳ
期の
みの
解析
もあ
る

サン
プル
サイ
ズ不
十分

pazop
anib
は日
本で
卵巣
癌の
適応
なし
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コメント（該当するセルに記入）

エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は弱（C）からスタート
* 各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
** エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階
*** 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

リスク人数（アウトカム率）

HBOCガイドライン

BRCA遺伝子病的バリアントを有する卵
巣癌患者

薬物療法

BRCA遺伝子病的バリアント非保持の卵
巣癌患者



OS(症例対象）

初回
手術
の腫
瘍残
存に
差あ
り、初
回手
術の
割合
に差
あり、
治療
内容
の違
い、
多変
量解
析が
行わ
れて
いな
いも
のも
含ま
れる

31064
392で
は有
意差
なし、
BRCA
1で有
意差
見ら
れな
い研
究あ
り

サン
プル
サイ
ズ不
十分

IPも
含ま
れて
いる

PFS(RCT)

stage
Ⅲ・Ⅳ
期の
みの
解析
もあ
る

サン
プル
サイ
ズ不
十分

pazop
anib
は日
本で
卵巣
癌の
適応
なし、
また
非
pazop
anib
群で
はHR
有意
差あ
るが
pazop
anib
群で
はHR
有意
差な
し

PFS(症例対象）

初回
手術
の腫
瘍残
存に
差あ
り、初
回手
術の
割合
に差
あり、
治療
内容
の違
い、
多変
量解
析が
行わ
れて
いな
いも
のも
含ま
れる

31064
392で
は有
意差
なし、
BRCA
1で有
意差
見ら
れな
い研
究あ
り

サン
プル
サイ
ズ不
十分

IPも
含ま
れて
いる


